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The Role of Conditionality Effect of EU Accession
in the Former Yugoslav Countries




The EU has introduced many reforms to its candidate countries by imposing on them
accession conditions. This phenomenon can be defined as the conditionality effect" of
EU accession. The EU is now attempting to use this with new candidate and potential can-
didate countries. However, this effect has certain limitations. This paper examines the ques-
tion of the protection of national minorities as one of the most difficult challenges in the
process. It will determine the effectiveness of the Conditionality Effect" by reviewing the
political processes concerning this issue in the former Yugoslav countries.
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的を持っていることを示している。また、クロアチアの事例とセルビアの事例を比較すれば、双方
ともに少数民族との関係悪化が大規模な武力紛争に至った経緯が存在し、同様にICTYとの協力を
sAP進展の条件とされながら、 sAA締結に際してはその条件の適用に差異が認められる。 EU加盟条
件が暖味であれば、加盟希望国から二重基準との批判を招き、改革に悪影響を与える可能性もあり、
この点は今後、より明らかにされていく必要がある。
他方で、 SAP導入後の旧ユーゴ諸国では、総じてEU加盟条件を満たすための改革が進められてい
ると言える。これは旧ユーゴ諸国のEU依存度が高いことが影響していると考えられるが、一方で、
権威主義的な指導者の死去や失脚があったからこそEU加盟コンディショナリティーが影響力を発
揮する土壌が整えられた面も見逃せない。
おわりに
EU加盟コンディショナリティー効果は、多くの条件の上に成り立つ一つの影響力のチャンネル
でしかなく、これを万能視することは慎まなければならない。しかし、その一方で、 EUへの依存
度が極めて高い国で、大きな阻害要因(例えば米国の強い反対)も存在しないような場合には、民
族間関係のような機微な問題に触れる政策に対しても影響を及ぼし得ると考えられる。そのような
影響力を持つだけに、コンディショナリティーの内容は可能な限り明示的に確立され、また平等に
適用されることが望まれる。一方で、 EU加盟コンディショナリティー効果をもって民族間の関係
に変化を及ぼし、民族間の武力紛争の予防や解決に役立てるという用い方もあり得、本稿で扱った
事例の多くでは実際にそのような意図をもって加盟コンディショナリティーが用いられている面が
認められる。このような場合には対象国の状況に応じた柔軟な適用も必要とされるが、やはり少数
民族の扱いに関する規範がEU側で確立され明示された上で、対象国の状況に応じてどのような政
策がどのように影響するのか、細心の注意を払いつつ適用することが重要であろう。
なお、本稿での検討は、 EUの公的文書に示された、いわば大枠のコンディショナリティーの発
動だけを見ている。実際には、民族間関係に影響するような個別の立法措置などの際に、ソラナ
EU共通外交安全保障政策上級代表などのEU要人が対象国を訪問し、同立法措置が同国のEU加翠に
向けた重要なステップであることを強調する、といったより具体的、直接的な方法でEU加盟コン
ディショナリティー効果が生まれることも多い。こうした部分についても検討を加えるた捌二は、
個別のケースについてより詳細に政策決定プロセスを追う必要があり、稿を改めて検討を行いたい。
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少数民族の保護
EU加盟の進展状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別な措置EUの評価
言語や文化に関する権利　　　　　　　政治的権利
スロヴェニア
加盟完了(2004年)　独立時より適切な少
数民族保護。以降、
一貫してコペンハー
ゲン基準の政治的基
準を満たす
独立前の1991年制定の憲法以降、
少数民族に言語、文化、教育などの
面でのアイデンティティー保持を保障。
ただしイタリア人、ハンガリー人に限定o
後にロマ人も保護の対象に
1991年憲法以降、国会及び地方議
会でイタリア人、バンHT卜人少数民
族が常に議席を確保することが保
障される
加盟交渉中(2㈱5年-)
(加盟候補国(2005年) 、
安定化連合協定締結
(2001年).発効済(2005
クロアチア　　年))
独立時は少数民族保
護が不十分。後にコ
ペンハーゲン基準の
政治的基準を満たす
に至ったが、難民、
国内避難民の帰還な
どでさらに改善が必
要
独立前の1990年制定の憲法以降、
地方自治体では少数民族の言語を
公の場で使うことが認められてきた。
2002年の憲法的法律では、地方自
治体人口の3分の1以上を占める少
数民族の言語が公用語とされること
が規定される
2002年の憲法的法律によって、総
人口の1.5%以上を占める少数民族
は、国会に最低1議席を確保するこ
とが保障されるなど、一定規模の人
口を持つ少数民族の権利が保障さ
れる。また、2004年改正の憲法では、
少数民族に関する立法措置は国会
議員の3分の2以上の特定多数決
が必要とされる
マケドニア
加盟候補国(2㈲5年-)
(加盟交渉開始時期
未定、安定化連合協
定締結(2001年)・発
効済(2004年) )
独立時には少数民族
保護の点で大きな間
遭なし　2001年の紛
争を経て、一層の少
数民族の保護、地位
の改善の必要性が明
らかになり、和平合
意の完全履行により
これらを実現するこ
とが必要
2001年の紛争の和平合意により大
幅に憲法を改正。前文にアルバニア
人などが構成民族として言及された
他、総人口の20%以上を占める少
数民族(-アルバニア人のみ)の言
語を共和国の公用語に認定。地方
自治体でも人口の20%以上を占め
る少数民族の言語を同自治体の公
用語に認定
紛争の和平合意に基づき公務員の
民族別比率を人口比率と一致させ
る改革を実施中。また2001年憲法
改正により、少数民族に影響を及ぼ
す憲法改正や立法措置には、通常
の多数決に加え少数民族出身の議
員の過半数の賛成を必要とする特
定多数決を導入
モンテネグロ
安定化連合協定締結　独立以前より少数民
交渉中2006年-)　族の保護の点からは
満足できる取り組み
1992年制定の憲法により少数民族
保護審議会を設置。少数民族は、
公の場で母語を使用する権利や、
文化的、宗教的なアイデンティティー
の保持を憲法により保障される
1998年に、少数民族のアルバニア
人が多数居住する地域を一つの選
挙区に統合し、定数78議席の国会
においてアルバニア人が5議席を確
保する立法措置
安定化連合協定締結
交渉中(2006年-)
ボスニア・
ヘルツェゴヴイナ
各エンティティー内
での、主要3民族間
の関係、主要3民族
以外の少数民族の保
護などで多くの問
題。難民、国内避難
民の帰還も大きな課
堰
2002年に上級代表が両エンティティ
ーの憲法を改正。両エンティティー
で主要3民族を構成民族とし、3民
族の言語を公用語化した。他の少
数民族言語は憲法で使用が許可O
同年の少数民族権利保護法で母
語による教育など権利が拡大される
も履行は遅れている
2002年のエンティティー憲法改正で、
両エンティティーで3主要民族それ
ぞれに閣僚ポストや議会議席を保
障するなど、中央政府のみならずエ
ンティティーレベルでも権力分有を保
障。しかし、不完全さが残る。また、
主要3民族以外の少数民族はほと
んど権力から除外されている
安定化連合協定締結
交渉開始済み(2005
午-)ただし2006年以
降停止中
-L-'lビア
少数民族保護の制度
は整っているが、実
施面で課題が残る。
民族和解の上でも重
要な戦犯容疑者の責
任追及に大きな問題
1990年制定の憲法以降、地方自治
体人口の過半数を占める少数民族
は、母語の公の場での使用、母語で
の教育などの権利が保障される
1990年制定の憲法以降、地方自治
体では少数民族が人口比に応じて
議席を得る権利が保障される。また
2006年改正の憲法では、国会議員
の選出にあたり民族別の人口比が
考慮されるとされる。また旧ユーゴ
時代より、都市計画や産業、教育、
厚生などで大幅な自治権を持つ自
治州が制定されている(ただし自治
州とされるコソヴオには事実上セルビ
アの主権が及ばない)
コソヴオ
EUはコソヴォはEUに　少数民族の保護に重
統合されるとしているが、大な問題がある(た
地位の問題が未解決　だし、国家ではない
ため、加盟を前提と
したEUの評一価は行
われていない)
uNMIK作成の「暫定自治政府の
ための憲法的枠組み」に、セルビア
人を中心とする少数民族の保護規
定が多数規定される。暫定国会で
の議論は少数民族言語でも行われ
る他、少数民族の言語や文化の権
利は広く保障されているが、実施面
に大きな問題を残している
「憲法的枠組み」により、暫定El会
の課員は、定数120議席のうち10議
席がセルビア人、 10議席がその他の
少数民族に割り当てられる。また、暫
定内閣の閣僚のうち少なくとも1人は
セルビア人、もう1人はセルビア人以
外の少数民族から選ばれることが
規定されている
(出典:各国憲法、関係法律、 EUの報告書等を基に筆者作成)
